
 

 

 

 

 

   

３学期もよろしくお願いします 

保護者・地域の皆様におかれましては、穏やかな新年をお迎えのことと心

からお慶び申し上げます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。             

さて、本日より三学期が始まりました。始業式では、「三学期は一年間の仕

上げの学期であると同時に、次の学年の準備の学期です。今の学年で学ぶこ

とをしっかり身に付け、次の学年にしっかりつながるように頑張りましょう。

特に、六年生は、四月から中学生になります。小学校での総仕上げの学期で

あることを意識して、この 3 学期を送るようにしてください。また、5 年生

は、学校行事の中で中心になって動くことが多くなります。次は自分たちが南小を引っ張っていく

という自覚をしっかり持って、いろいろなことに取り組んでください。」と話しました。 

三学期は短い期間ですが、子どもたちが次の学年に向かって大きく成長する時期です。子どもた

ち一人ひとりが、一年間の成長を実感し、充実した学校生活が送れるように職員一同、全力で指導・

支援してまいります。 

今学期も保護者・地域の皆様には、ご支援とご協力を賜りますようお願いいたします。 

 

子育てについて考えていること（前号のつづき） 

前号の学校便りで「子育て四訓」というものを紹介し、子どもたちが望ましく成長する上で、親と

してどのようなことを心がけたらよいのかということについて触れました。今回は学期始めで、紙面

に余裕がありますので少し視点を変えて、前号のつづきを書きたいと思います。 

さて、私（校長）は、この冬休みに秋に種まきし、少し大きくなったパンジーとビオラの苗をポッ

トに植える作業をしました。その後に、春に花が咲くように専用のビニールと支柱で作ったトンネル

にその苗を入れて現在、自宅の庭で栽培しています。今回はこの花を栽培する中で、私が気を付けて

いることと家庭教育（子育て）を関連させながら､考えていることを伝えたいと思います。（以前、学

校通信で書いたことと内容が少し重複しますがご容赦ください。） 

まず、この冬場の栽培で気を付けることは､水をあげすぎないことです。冬場は、植物はあまり水を

吸わないので、水をあげすぎてしまうと根が腐ってしまうからです。また、春先になると、トンネル

の中の温度調節に細心の注意を払います。花に水をあげた後、トンネルの中が高温になると、花がか

細く伸びてしまうからです。そこでトンネルの中の温度に気を付けながら、時々、トンネルの口を開

け、新鮮な空気を送り込むとともに、花に適度な風を意図的にあたらせます。こうすることで適度な

風にあたった花は､倒れないように根をしっかり生やします。そして、頃合いを見て、トンネルを解体

し、通常の状態で栽培しながら花壇やプランターに移植をします。 

今述べてきたことと、生きる力を身に付けた力強い子どもたちを育成する

ことはとても共通していると思います。 

すなわち、子育てで大切なのは、花が十分に育つためにトンネルを作るなど

の環境を整えながら、適量の水を与え、適温に調節しながら、適度な風にあて、

そして時期を見て広いところに移植する等、「適切な頃合いを見定める」中で

子どもの教育を行うということです。だから、いつまでもトンネルの口を開け

ずに温室状態で栽培することは､家庭教育で言えば過保護に育てることと同

じように思います。多少のことではくじけない、力強い子どもを育てていきたいと思います。 
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